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第９回秋田地方・家庭裁判所合同委員会議事概要 

 

１ 開催日時 

  平成３１年２月８日（金）午後３時～午後４時３０分 

２ 場所 

  秋田地方・家庭裁判所大会議室 

３ 出席者 

 （委員，敬称略・五十音順） 

（地裁）岩名勝彦，恵美元子，倉部稲穂，佐々木美奈子，菅原実，杉山正明， 

  髙畑洋子，土田昭彦（家裁兼務），外山奈央子，堀井里子，町本智美 

（家裁）大隅直樹，小野寺倫子，門脇琢也，鈴木明文， 有希子，綱島公彦，

山本尚子 

 （説明者）安達家裁首席書記官，渡邉会計課長 

 （事務局） 

  伊藤地裁事務局長，高橋家裁事務局長，細井民事首席書記官，石山刑事首席

書記官，伊藤首席家庭裁判所調査官，安達家裁首席書記官，鈴木地裁事務局次

長，小園地裁総務課長，武藤秋田検察審査会事務局長，田中会計課課長補佐，

富樫総務課庶務係長 

４ 議事 

（１）開会宣言 

（２）委員長挨拶 

（３）第２５回秋田家庭裁判所委員会及び第２７回秋田地方裁判所委員会で説明

した「成年後見手続案内カード」についての経過報告 

   安達家裁首席書記官が委員から出された意見を参考に「成年後見手続案内

カード」の様式の改訂を行い試行的運用を行っていることの経過報告を行っ

た。 



- 2 - 
 

（４）協議 

  議題「裁判所庁舎に望むこと」 

   ア 基本説明 

     テーマ「裁判所庁舎に望むこと」についての説明を行った。 

   イ 庁舎内視察 

   ウ 意見交換 

     別紙のとおり 

（５）次回期日及び次回議題 

   秋田家庭裁判所委員会は６月，秋田地方裁判所委員会は７月及び秋田地方

・家庭裁判所合同委員会は平成３２年２月に開催することを予定し，議題は

追って調整する。 

（６）閉会宣言 
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（別紙） 

意 見 交 換 

（以下，◎は委員長，○は委員，□は説明者の発言） 

◎ 庁舎を見ていただいて，施設や運用について御感想や御意見を伺いたい。 

○ 受付では，何階の何番の部屋へ行ってくださいと説明をしているが，初めて

裁判所に来た人にそのような説明では，理解しやすさという観点から見ると，

もう一工夫があってもいいのではないかという印象を受けた。 

○ 狭い調停室もあったが，狭い部屋では，声の大きな人が話をすると威圧感を

受けるのではないかという印象を受けた。 

□ 御意見は参考にさせていただきたいと思う。 

○ 私は，外国人等の利用も考えれば，数字で案内することはわかりやすいと思

う。昨年新庁舎になった秋田市役所では，柱に番号を付けており，何階の何番

という数字でわかるようにしているので，新庁舎でも階数及び部屋番号での表

示を検討してはどうか。 

◎ 外部施設の例を紹介してもらったが，その外の参考例やアイデアがあれば伺

いたい。 

○ 病院では，床に矢印の線を配置して，その線のとおり進めば目的の所へ到着

するようにしている。また，今日の天候のせいかもしれないが，最初に庁舎に

入ったときは少し暗くて案内板があるのがわかりにくい感じがした。案内板を

もう少し手前に出すとか照明を設置する等して利用者にわかりやすくした方が

よいと思う。 

○ 裁判所に来たとき，どこに行けばよいかを誰に聞けばよいかわからないので

案内窓口の所在がわかる看板を設置する等の工夫があるとよい。 

○ 庁舎の非常口の表示がなかなか目につかない。新庁舎では，もっと見やすい

ような工夫をした方がよい。 

○ ５０年近く経過した建物であるが，全体的に丁寧な改修が行われていると思



- 4 - 
 

う。来庁者の安全面の配慮もされているので，新庁舎でも同様の配慮をしてほ

しい。 

  質問であるが，現在の備品は，仮庁舎及び新庁舎ではどのように使われるの

か。 

□ 仮庁舎では，現有の備品をできるだけ移設する予定である。仮庁舎の面積は，

現庁舎の約６０パーセントであるが，仮庁舎も利用しやすい庁舎とする方針で

ある。 

  新庁舎では，基本的に新庁舎に合った備品を購入することになるが，全て新

しくするのではなく，現在の備品も使用することになる。また，他の裁判所に

現有の備品を転用する等，経済性も考えながら行う。 

○ 庁舎を工夫しながら使用しているという感想である。狭隘である家裁書記官

室において来庁者が申請をする場所は，執務室内の職員の目が一斉に向けられ

る状況だったので，新庁舎では，もう少し来庁者のプライバシーを配慮できる

位置にした方がよいと思う。 

  質問であるが，外国人の裁判手続利用状況を伺いたい。 

□ 当事者の一方が外国人の調停事件や裁判はあるが，件数は多くない。 

○ 今後，外国人が増えていく状況なので，トイレ，待合スペース，案内板等に

多言語の表記があればよいと思う。参考までに他県で作成した多言語表記の見

本を持参したので参考にされたい。 

◎ 多言語表記の案内等は，庁舎入口の案内からあればよいのか。 

○ 外国人が頻繁に利用する施設では必要と思われるが，裁判手続を利用する外

国の方は，日本在住の方が多いと思われるので，利用者がよく出入りする場所

に設置されるとよいと思う。また，裁判関係は難しい言葉が多いので優しい日

本語に置き換えてもらうと，外国人のほか高齢者にも理解しやすいので，多言

語表記のほかに，優しい日本語表記をすることも考えてもらえればと思う。 

○ 自家発電装置は設置されているか。 
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□ 現庁舎に自家発電装置の設置はない。 

○ 最近，いろいろな災害が発生している。地下室に自家発電装置があると津波

で使えなくなるおそれがあることから質問した。私の所属機関では増築棟の屋

上に自家発電装置を設置した経緯がある。 

○ 庁舎の造りが複雑で死角が多い建物と感じた。 

裁判所の庁舎は，廊下の突き当りに衝立が多くある等，死角が多いところが

ある。プライバシーを守るために衝立が必要であることは認識しているが，そ

の陰に誰かいるかわからないという怖さもある。大学の自習室は，全面ガラス

張りにして，あえて晒して安全を守っているところもある。 

庁舎が古いこともあって，エレベータも狭く，小さいもので，全面が金属の

ため，乗り合わせる人によっては短時間でも不安がある。ドア側が透明ならば

外部から見られているので何事もないという安心感が生じる。 

  庁舎トイレは廊下から奥まった場所に設置されていたが，大学では，誰もが

わかりやすい場所に作り，男子と女子の入口のドアの方向を変えたり，設置階

を変えたりする等して，間違って入ることがないようにしている。 

  プライバシーの問題とのバランスを問われるところがあると思われるが，隠

すことで守る方法と，誰からも見られる可能性があることで危険を回避する方

法があると思われる。建物自体を単純な構造にすることで安心感につながるの

で，なるべく死角を作らないことも必要であると思う。 

○ 庁舎が古いため，限られたなかで執務されていると思った。大変参考になっ

た。新庁舎でもバリアフリーを検討されたい。車椅子利用者が来庁すると思う

が，利用者には，現庁舎の調停室は若干狭いのではないかと感じたので，その

点は配慮してほしいと思った。 

○ 利用から少し離れてしまうが，裁判のニュースを作るときに必ず裁判所庁舎

の外観を使って内容を伝えているが，仮庁舎移転後は仮庁舎外観を映すことに

なるので外観にも配慮してもらいたい。 
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○ 秋田市役所建設時の一番多い苦情は駐車場に入れないことだった。仮庁舎に

なると駐車場が狭くなり１５台程度しか置けなくなるとのことだが，どこかに

駐車場を借りる予定はあるのか。  

□ 庁舎敷地外に駐車場を借用する予定はない。現在，駐車場が非常に狭くなる

ことの案内を行い，公共交通機関を利用いただくこと等を前提とした周知を検

討している。 

○ 概算総工費約５８億７０００万円には，仮庁舎の建設費用も含まれているの 

か。 

□ 含まれていると聞いている。 

○ もう入札は終わっているのか。 

□ 仮庁舎は入札手続が終わっているが，落札業者名等の情報には接していない。 

○ 新庁舎の工期が平成３２年度から３５年度となっているが，丸々３年間かか

るということなのか。 

□ 新庁舎については入札を行っていないので，現時点では正確なことは言えな

いが，およそ３年間かかると考えている。 

◎ 公共の建物での喫煙について，どうあるべきか御意見を伺いたい。 

○ 医療従事者としては，当然禁煙にしてもらいたい。病院関係は全て禁煙にな

っており，特例で精神病院で興奮を抑える措置のために敷地内に喫煙場所を作

ることが認められているだけである。 

○ 敷地内の全面禁煙は望ましいことだと思う。もっとも，敷地を出た門の前に

人が集まって吸うため，周辺の住民から苦情が来ることがあると聞いたことが

ある。裁判所は，近所に民家がないので問題は生じないかもしれないが，段階

的に行うとか敷地内に喫煙場所を設置する必要があるかもしれない。敷地内で

喫煙をしないよう注意をすると，敷地外に事実上の喫煙場所ができて，ごみの

問題やたばこ臭いと近隣から苦情が来ることになる。新庁舎ができるまで社会

的に禁煙が進んでいけば喫煙場所はなくてもよいが，少し様子を見て，場合に
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よっては必要ではないのかと感じないわけでもない。 

□ 県の機関では，敷地内全面禁煙となったことは聞いている。仮庁舎は，庁舎

内は全面禁煙にする方向で動いている。ただし，敷地については，改正健康増

進法が施行されるまでに，いろいろ御意見を伺って検討材料にしたいと思う。 

○ 全面禁煙の方向でよいと思う。しかし，裁判所のような極度の緊張を強いる

場面においては，精神的な疾患がある人がたばこを吸うことによって緊張を緩

和し，最悪の事態を回避できるメリットがあると聞いたことがある。人口の割

合から見ると配慮が必要なケースや人がいてもおかしくないと思われる。また，

電子たばこ等，すぐ横で喫っていてもわからないこともある。配慮が必要な人

が，裁判所で原告や被告として関わった場合は，部屋の設置等，何らかの配慮

があってもいいかもしれないと思う。 

【全体終了】 


